
「華
嚴
経
」
と
教
育

(六
)

古

田

榮

作

要

旨
五
十
余
人

の
善
知
識
を
訪
問
し
、
信
仰
を
深
め
た
善
財
童
子
は
、
愈

々
彌
勒
菩
薩

の
所
に
や

っ
て
く
る
。

善
財
は
彌
勒

に

「ど

の
よ
う

に
菩
薩
は
菩
薩
行
を
学
び
菩
薩
道
を
修

め
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
お
教
え
く
だ
さ

い
」
と
懇
願
す
る
と
、
彌
勒

は
大
棲
観
に

い
た

大
衆

の
前

で

「
こ
の
童
子
は
、
不
退
韓

の
心

で
厭
き

る
こ
と
な
く
勝
れ
た
法
を
習
得
し
よ
う
と
し
て
、
善
知
識
を
求
め
。
親
近
し
供
養
し
法
を
聞
き
受
持
し
よ
う
と

し
て
き
た
。

こ
の
童
子
は
、
か

っ
て
頻
陀
伽
羅
城
で
文
殊
師
利

の
教
え
を
受
け
て
、
善
知
識
を
求
め
、
多
数

の
善
知
識
に
菩
薩
行
を
問

い
、
心
に
疲
倦
無
く
、
と
う

と
う
私
の
と

こ
ろ
に
や

っ
て
き
た
。
こ
の
童
子

の
よ
う
に
大
乗
を
学
ぶ
も

の
は
甚
だ
稀
有

で
あ

る
。
」
と
善
財
を
讃
え
た
上
で
、
「
こ
の
よ
う

に
学
ぶ
者
は
、
則
ち
能

く
菩
薩
所
行
を
究
寛
す
る
。
大
願
を
成
満
し
、
佛
菩
提
に
近
づ
き
、

一
切
刹
を
浄
め
、
衆
生
を
教
化
し
、
深
く
法
界
に
入
り
、

一
切

の
諸
波
羅
蜜
を
具
足
し
、
菩
薩

行
を
広
め
、

一
切

の
諸
善
知
識
に
値
遇
し
、
生
涯
に
能
く
普
賢
菩
薩
諸
行
を
具
え

る
で
あ

ろ
う
。
…
…
」
と
善
財

の
成
道

の
近

い
こ
と
を
宣
言
し
、
文
殊
師
利
に
諸

の
法
門
と
、
智
慧

の
境
界
と
、
普
賢

の
所
行
を
問
う

よ
う
勧
め
る
が
、
善
財

の
更
な
る
菩
薩

の
行
を
学
び
、
菩
薩
の
道
を
修
す
る
方
法

の
問

い
に
あ
な
た
は
文
殊
師

利
を
は
じ
め
と
す
る
善
知
識
に
遇
う

こ
と
も

で
き
、
そ
れ
な
り

の
器

の
持
主

で
も
あ
る
。
善
知
識

の
教
え
る
所
は
諸
佛
を
護
念
す
る
こ
と
で
あ
る
。
悟
り
を
求
め
る

気
持

で
あ
る
、
菩
提
心
は
諸
佛

の
種
子

で
あ
り
、
良

田
で
あ
り
、
大
地
で
あ
り
、
津
水

で
あ
り
、
…
…
と
諭
し
、
善
財

の
成
道

へ
の
大
願
が
不
退
転

の
も

の
で
あ
る

と
し
て
、
大
櫻
観

の
中
に
導
き
入
れ
ら
れ
る
。
模
観

の
中

で
自
分
自
身

の
姿
を
見

る
と
と
も

に
佛

の
描
か
れ
た
世
界
が
現
出
し
て

い
た
。
そ

の
中
で
深

い
三
昧
に
耽

っ

て

い
る
と
彌
勒

は
指
を
弾
き
、
善
財
を
三
昧
か
ら
覚
醒
さ
せ
て
お
主
は
菩
薩

の
神
力
を
す

べ
て
目

の
当
た
り
に
し
た
と
告
げ
ら
れ
、
彌
勒

の
示
し
た
法
門
は

」
入
三
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世
智
正
念
思
惟
荘
嚴
藏
法
門
」

で
あ
る
と
示
さ
れ
、
菩
薩
の
十
種

の
生
庭
を
示
さ
れ
、
そ

の
上
あ
な
た
が
先
ほ
ど
目
に
し
た
す
ば
ら
し

い
光
景
は
文
殊
師
利

の
威
神

力

に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
も
告
げ
ら
れ
、
普
門
城
に
詣
で
る
と
文
殊
師
利
は
手
を
差
し
伸

べ
て

「
で
か
し
た
ぞ
善
財
、
若
し
信
心

の
根
を
離
れ
れ
ば
憂
悔
に
埋
没
し

て
し
ま
う

で
あ

ろ
う
し
、
功
徳
が
具
わ
ら
ね
ば
精
勤
し
よ
う
と
す

る
心
も
失
せ
て
し
ま
う

で
あ
ろ
う
し
、
多

少
の
功
徳

に
満
足
し
よ
う
も

の
な
ら
そ
れ
で
進
歩
は
止

ま

っ
て
し
ま

っ
た
で
あ

ろ
う

に
…
…
」
と
善
財

の
精
進
を
讃
え
、
更
に
す

べ
て
の
法
門
、
大
智
光
明
、
菩
薩
陀
羅
尼
、
無
量

三
昧
、
無
量
智
慧
を
お
主

は
成
就
し

て

の
で
、
普
賢

の
所
行

の
道
場

へ
入
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
。
普
賢
菩
薩
は
、

一
つ

一
つ
の
毛
孔
よ
り
光
を
放
ち
、
世
界
を
照
ら
し
、
衆
生

の
苦
患
を
除
滅

し
て
菩
薩

の

善
根
を
出
し
、
…
…
と
さ
な
が
ら
盧
舎
那
如
来

の
光

の
世
界
を
現
ぜ
ら
れ
る
光
景
に
接
し
た
。
こ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
善
財
は
不
可
壊
智
慧
法
門
を
わ
が

も

の
に
し
た
。
普
賢
菩
薩
は
、
[
私
は
測
り
知
れ
な

い
ほ
ど

の
長
期
間
に
亘

っ
て
菩
薩
の
道
を
修
め
、
菩
提
を
求

め
続
け
て
き
た
。
そ

の
功
徳

で
不
壊

の
清
浮
な
る

色
身
を
得
た

の
で
、
私

の
名
を
聞
き
、
私
の
姿
を
見
た
も

の
は
必
ず
清
津

の
世
界
に
往
き
、
清
浄
な
る
身

に
な
る
で
あ

ろ
う
」
と
諭
し
、
普
賢

の
現
じ
た
光

の
世
界

に
燭
れ
た
善
財

の
成
道
も
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
「
讐
如
工
幻
師

能
現
種
種
事

佛
爲
化
衆
生

示
現
種
種
身
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
「
聞
此
法
歓
喜

信
心
無
疑
者

達
成
無
上
道

與
諸
如
来
等
」
と
結
語
す
る
。

の

善
財

の
求
道
は
師

・
善
友

(善
知
識
)
を
を
訪
ね
て
教
え
を
請

い
、
そ

の
教
え
を
通
じ
て
信
を
深
め
て
い
く
も

の
で
あ

っ
た
が
、
ゴ
ー
タ

マ

゜
ブ

ッ
ダ
の
場
合
は
・

鰺

修
行
法

・
瞑
想
法
を
学
ぶ
た
め

の
師
は
求

め
た
が
、
師
と
仰
ぐ
師
は
見
当
た
ら
な

い
。
瞑
想
し
、
思
惟
す
る
こ
と
を
通
じ
て
人
生

の
悩
み
の
解
決
を
は
か
り
、
苦
行

に
よ
る
悟

り
か
ら
離
れ
、
悟
り

へ
の
障
り
と
な
る
欲
望
、
嫌
悪
、
飢
渇
、
妄
執
、
も

の
う
さ

・
睡
眠
、
恐
怖
、
疑
惑
、
み
せ
か
け

・
強
情

・
名
声
と
他
人

の
蔑
視
と

い
う
悪
魔
を
斥
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
善
財

の
修
行

の
姿

に
は
僻
怠
も
見
ら
れ
ず
、
苦
悩
も
見
当
た
ら
な

い
。
経
典

の
中
で
理
想
化
さ
れ
た
修
行
者

の
姿
と
生
身

の

人
物

?
と

の
差
異
が
表
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

佛
教

で
は
勤
習

・
数
習

・
薫
習
と

い
う
語
を
重
要
視
す
る
。
そ
れ
は

「
諸
悪
莫
作

諸
善
奉
行

自
浮
其
意

是
諸
佛
教
」
を
求
め
る
。
な
に
げ
な

い
行

動

の
中
に
自
ら
善

に
趣
き
悪
を
避
け

る
、
身
に
染
み
付

い
た
智
慧

の
習
得
を
求
め
て
い
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
善
財
童
子

文
殊
師
利
菩
薩

普
賢
菩
薩

教
育



こ
れ
ま
で
の
五
回

の
考
察

で
、
華
嚴
経

の
描

い
て
い
る
世
界
観
、
す
な
わ
ち
第

一
は
、
「
心
如
工
書
師

書
種
種
五
陰

一
切
世
界
中

無
法
而
不
造

(
1
)

如
心
佛
亦
爾

如
佛
衆
生
然

心
佛
及
衆
生

是
三
無
差
別

諸
佛
悉
了
知

一
切
從
心
輻

若
能
如
是
解

彼
人
見
眞
佛
」
と
の

「唯
心
偶
」

(
2

)

と

「
三
界
虚
妄
。
但
是
心
作
。
十

二
縁
分
。
是
皆
依
心
。
」
に
示
さ
れ
る

「
存
在
す
る
も

の
は
、
す

べ
て
心

の
表
れ

で
あ
る
」
と

い
う
思
想

で
あ
り
、

二
番
目
は

(
3
)

「
不
可
思
議

一
毛
孔
中

無
量
佛
刹

荘
嚴
清
浄

膿
然
安
住

彼

一
切
庭

…
…
於

一
塵
内

微
細
國
土

一
切
塵
等

悉
於
中
住
」
と

か

「
知
微
細
世
界
即
是
大
世
界
。
知
大
世
界
即
是
微
細
世
界
。
…
…
知
無
量
無
邊
世
界
即
是

一
世
界
。
知
無
量
無
邊
世
界
入

一
世
界
。
知

一
世
界
入
無
量
無
邊
世
界
。

…
…
襲
阿
褥
多

羅
三
貌
三
菩
提
心
。
…
…
欲
知
長
劫
即
是
短
劫
。
短
劫
即
是
長
劫
。
知

一
劫
即
是
不
可
籔
阿
僧
祇
劫
。
不
可
歎
阿
僧
祇
劫
即
是

一
劫
。
知

一
切
有
佛

劫
。
知

一
切
無
佛
劫
。
…
…
知
無
量
劫
即
是

一
念
。
知

一
念

即
是
無
量
劫
。
知

一
切
劫
入
無
劫
。
知
無
劫
入

一
切
劫
。
欲
悉
了
知
過
去
未
來
際
及
現
在

一
切
世
界
劫

(
4
)

(
5
)

数
成
敗
故
。

"
糞
阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
。」
と
す
る
世
界
観

で
あ
り
、
第

三
に

「
初
獲
心
時
便
成
正
費
。
」
と

い
う
教
説
に
代
表
さ
れ
る

「
初
め
が
終
り
」
と

の

思
想
を
概
観
し
た
上
で
、
「
華
嚴
経
」

の
最
後

に
置
か
れ

て
い
る

「
入
法
界
品
」

で
の
覧
城

の
東

の
荘
嚴
瞳
娑
羅
林

の
大
塔
廟
に

い
た

二
千
人
も

の
信
者
、
童
子

・

童
女

の
中

で
説
法
を
し
よ
う
と
し
た
文
殊
師
利
は
善
財
童
子
に
注
目
し
た
。
文
殊
師
利
の
教
え
を
聞

い
た
善
財
童
子
は
、
南
方

へ
遊
行
す

る
文
殊
師
利

に
付
き
従

っ

て
教
え
を
求
め
た
が
、
文
殊
は
、
善
知
識
を
求
め

て
親
近
し
恭
敬
し
供
養
し
て
、
菩
薩
の
行
と
は
何
か
と

い
う

こ
と
を
教
え

て
も
ら

い
な
さ

い
、
と
告
げ
、
善
財
童

子
に
可
樂
國

の
功
徳
雲
比
丘
を
訪
ね
る
よ
う
勧
め
る
。
善
財
童
子

の
成
道
の
た
め
に
訪
れ
た
善
知
識
は
五
十
余
人
で
あ
る
が
、
菩
薩

・
夜
神
、
地
神

・
比
丘

・
比
丘

尼

・
優
婆
夷

・
仙
人

・
王

・
長
者

・
婆
羅
門

・
海
師

・
童
子

・
童
女
な
ど
様

々
で
あ
り
、
中
に
は
婆
羅
門
ば
か
り
で
な
く
外
道
と
さ
れ
る
者
も
あ
り
、
売
笑
婦
と
ま

が
う

よ
う
な

一
緒
に
宿
泊
し
、
顔
を
見
、
抱
擁
し
、
接
吻
す

る
こ
と

に
よ
り
忘
我

の
世
界
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
善
知
識
も
加
え
ら
れ

て
い
た
。
善
知
識

か
ら
教
え
を
受
け
、
思
索
す
る
こ
と
に
よ
り
信
を
深
め

て
来
た
善
財
童
子
は
、
愈

々
、
最
終

の
教
え
を
乞
う

べ
く
彌
勒
菩
薩
を
訪
ね
る
。

善
財
童

子
の
求
道

の
旅
は
愈

々
佳
境
に
達
す
る
。
す
で
に
彼
が
訪
問
し
た
善
知
識
は
五
十
余
人
、
残
る
は
、
彌
勒
菩
薩
、
再
度
訪
問
す
る
こ
と
に
な
る
文
殊
師
利

菩
薩
、
及
び
普
賢
菩
薩

で
あ
る
。
徳
生
童
子

・
有
徳
童
女

の
勧
め
で
、
繹
尊
が
さ
と
り
を
ひ
ら
か
れ
た
場
所

で
あ
る
、
海
澗
國

の
大
荘
藏
と

い
う
名

の
園
林

の
中

の

嚴
浮
藏
と

い
う
名

の
大
棲
観

に
住
ま
わ
れ
て
お
ら
れ
る
彌
勒
菩
薩
を
訪
問
し
よ
う
と
足
を
向
け
る
。
海
澗
國

へ
の
途
上
、
善
財
は

「
以
過
去
際
修
身
業
力
。
及
清
浮

心
。
遠
離
悪
行
。
超
出
世
間
虚
妄
惑
倒
。
求
佛
法
實
義

。
長
養
諸
根
。
満
足
大
願
具
精
進
力
。
不
惜
身
命
饒
益
衆
生
。
修
菩
薩
行
積
集
佛
法
。
見
諸
如
來
浮

一
切
刹
。

(
6
)

供
養
法
師
護
持
正
法
。
成
就
菩
薩
諸
浮
願
身
。
善
知
縁
起
。
修
習
不
可
思
議
善
根
。
」
と
思
念
を
な
し
、
「
浮
心
信
敬

一
切
菩
薩
。
如
世
尊
想
。
修
習
諸
根
心
不
顛
倒
。

「華
嚴
経
」
と
教
育

(六
)
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正
念
恭
敬
離
世
間
想
満
足
諸
願
。
出
生
無
量
菩
薩
化
身
。
讃
歎
三
世

一
切
諸
佛
菩
薩
法
門
。
智
慧
畳
悟
如
來
菩
薩

一
切
至
庭
自
在
神
力
。
乃
至

一
毛
孔
中
佛
菩
薩
身
。

(
7
)

皆
悉
充
満
無
磯
智
眼
。
観
十
方
法
界
及
虚
空
界
三
世
諸
法
。
爾
時
善
財
。
如
是
恭
敬
供
養
。
具
諸
願
忍
。
以
無
量
智
観
境
界
地
。
」
と

の
境
地

に
達
し
、

つ
い
に
大

櫻
観

の
前

に
至
る
。
そ
こ
で
善
財
は
五
膿
敬
禮
を
し
て
、
次

の
よ
う
に
考

え
た
。
i
此
是
諸
佛
菩
薩
諸
善
知
識
。
是
諸
佛
塔
。
是
如
來
像
。
諸
佛
菩
薩
法
寳
住
庭
。

是
聲
聞
縁
豊
。
亦
是
其
塔
。
此
是
衆
聖
。
亦
是
父
母
。
亦
是
福
田
。
此
是

]
切
法
界
境
界
。
作
是
念
已
。
又
復
等
観
猶
如
虚
空
。
等
観
如
法
界
無
有
障
擬
。
等
観
如

(
8
)

實
際
至

一
切
庭
。
等
観
如
如
來
。
…
…
」
と
認
識
し
、
彌
勒
菩
薩
を
讃
嘆
し
て
偶

で

隔
安
住
大
慈
心

彌
勒
摩
詞
薩

具
足
妙
功
徳

饒
益
諸
群
生

住

(
9
)

於
灌
頂
地

諸
佛
之
長
子

思
惟
佛
境
界

安
住
此
法
堂

…
…
」
と
詠

っ
て
そ
の
門
の
下
に
立

つ
と
、
遥

か
彼
方
よ
り
彌
勒
菩
薩
が
数
多

の
天
龍

・
夜

叉

・
乾
閣
婆

・
阿
修
羅

・
迦
棲
羅

・
緊
那
羅

・
摩
喉
羅
伽

・
人

・
非
人
等

の
大
衆

に
團
邊
さ
れ
て
や

っ
て
来
ら
れ
た
。
善
財
は

「
云
何
菩
薩
學
菩
薩
行
修
菩
薩
道
。

既
修
學
已
。
具

一
切
佛
法
。
随
所
請
衆
生
悉
令
度
脱
。
成
就
大
願
。
究
寛

一
切
菩
薩
所
行
。
安
慰

一
切
諸
天
世
人
。
不
負
本
心
。
不
違
三
寳
。
不
欺
天
人
。
不
岡
衆

(
10
)

生
。
不
断
佛
種
。
持
菩
薩
家
如
來
正
法

。
如
是
等
事
。
唯
願
演
説
。
」
と
彌
勒
に
尋
ね

る
。
彌
勒
は
大
衆
を
観
察
し
善

財
を
指
し
て

「汝
等
見
是
童
子
問
菩
薩
行
具

足

一
切
功
徳
者
不
。
此
童
子
者
。
勇
猛
精
進
專
求
實
義
。
以
正
直
心
得
不
退
韓
。
常
修
勝
法
心
無
厭
足
。
如
救
頭
然
。
求
善
知
識
。
親
近
供
養
聞
法
受
持
。
此
童
子

者
。
昔
於
頻
陀
伽
羅
城
。
受
文
殊
師
利
教
。
求
善
知
識
。
展
韓
経
由

一
百

一
十
諸
善
知
識
。
問
菩
薩
行
。
心
無
疲
倦
。
次
來
我
所
。
如
是
童

子
學
大
乗
者
。
甚
爲
希

　
　
　

有
。
」
と
善
財
を
讃
え
、
更
に

一
若
有
菩
薩
。
如
是
學
者
。
則
能
究
寛
菩
薩
所
行
。
成
満
大
願
。
近
佛
菩
提
。
津

一
切
刹
。
教
化
衆
生
。
深
入
法

界
。
具
足

一
切
諸

波
羅
蜜
。
廣
菩
薩
行
。
畢
本
意
性
。
出
於
魔
業
。
値
遇

一
切
諸
善
知
識
。
於

一
生
中
。
能
具
普
賢
菩
薩
諸
行
。
此
童
子
者
。
入
威
儀
海
諸
智
慧
海
。
修
菩
提
海
菩
薩

行
海
。
成
満

一
切
諸
佛
願
海
。
詣
諸
刹
海
見
諸
佛
海
。
入
春
囑
海
行
供
養
海
。
聞
正
法
海
飲
妙
法
海
。
成
満

一
切
菩
薩
力
海
。
顯
現

一
切
自
在
力
雲
。

一
切
衆
生
無

不
見
者
。
滅

一
切
煩
悩
庭
。
入

一
切
佛
庭
。
入
諸
法
門
庭
。
入
諸
三
昧
庭
。
住
諸
通
明
庭
。
遊
行
法
界
庭
。
如
日
月
出
照

一
切
衆
生
庭
。
不
依
諸
相
如
空
中
鳥
。
常

樂
寂
静
無
壊
法
門
。
遍
遊
因
陀
羅
網
世
界
諸
佛
世
界
。
如
風
無
擬
。
深
入
法
界
。
現
諸
世
間
。
見
三
世
佛
。
心
大
歓
喜
踊
躍
無
量
。
随
諸
佛
教
。
爲
聖
法
器
。
得
諸

(
12
)

(
13

)

法
門
。
具
菩
薩
行
。
現
自
在
力
。
」
と
周
り

の
者

に
示
し
た
上
で
、
善
財
の
求
道
を

「汝
今
得
最
大
利
。
於
無
量
劫
難
聞
見
者
。
汝
悉
聞
見
知
彼
功
徳
。
」
と
褒
め
、

一善
財
。
汝
今
皆
得
成
就
。
聞
諸
佛
法
行
菩
薩
行
。
其
有
衆
生
。
聞
是
行
者
。
得
大
善
利
成
満
大
願
。
親
近
諸
佛
。
爲
佛
眞
子
。
必
成
佛
道
清
浮
解
脱
。
除
滅
諸
悪

遠
離
衆
苦
。
積
功
徳
聚
清
浮
法
身
。
遊
行
十
方
。
見
諸
如
來
菩
薩
大
衆
。
長
養
善
根
如
水
蓮
華
。
値
遇
諸
佛
聞
持
正
法
。
安
住
佛
道
具
諸
佛
願
。
究
寛
諸
佛
功
徳
彼

(
14

)
岸
。
」
と
善
財

の
修
道

が
最
終
段
階

に
達
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
告
げ
た
上
で
、
再
度
、
文
殊
師
利
に
諸

の
法
門
と
、
智
慧

の
境
界
と
、
普
賢

の
所
行
を
問
う
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べ
き
だ
と
告
げ

る
。
善
財
は
今

一
度
彌
勒

に
菩
薩

の
行
を
学
び
、
菩
薩

の
道
を
修
す

る
か
を
尋
ね
る
。
彌
勒
は
善
財

の
徳
行
を
讃
え
た
上
で
、
「
童
子
。
乃
能
獲
阿

褥
多
羅

三
貌

三
菩
提
心
。
專
求

一
切
佛
法
。
饒
益

一
切
世
間
。
救
護

一
切
衆
生
。
善
男
子
。
汝
得
善
利
。
人
身
壽
命
。
値
遇
諸
佛
。
得
見
文
殊
師
利
大
善
知
識
。
汝

爲
法
器
。
善
根
潤
澤
。
長
清
白
法
。
浄
勝
欲
性
。
爲
善
知
識
之
所
総
撮
。
諸
佛
護
念
。
何
以
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲

一
切
諸
佛
種

子
。
能
生

一
切
諸
佛
法
故
。
菩
提

心
者
。
則
爲
良

田
。
長
養
衆
生
白
浮
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
大
地
。
能
持

一
切
諸
世
間
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
浄
水
。
洗
濯

一
切
煩
悩
垢
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲

大
風
。

一
切
世
間
無
障
擬
故

。
菩
提
心
者
。
則
爲
盛
火
。
能
焼

一
切
邪
見
愛
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
澤

日
。
普
照

一
切
衆
生
類
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
明
月
。
諸
白

浮
法
悉
圓
満
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
浄
燈
。
普
照

一
切
諸
法
界
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
浮
眼
。
悉
能
観
見
邪
見
正
道
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
大
道
。
皆
令
得
入

一
切

智
城
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
正
濟
。
悉
令
得
到
出
要
庭
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
大
乗
。
容
載

一
切
諸
菩
薩
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
門
戸
。
令

入

一
切
菩
薩
行
故
。
菩

提
心
者
。
則
爲
宮
殿
。
安
住
修
習
三
昧
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
園
観
。
於
中
遊
戯
受
法
樂
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
勝
宅
。

一
切
衆
生
所
蹄
依
故
。
菩
提
心
者
。
則

爲
依
止
。
因
修

一
切
菩
薩
行
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
守
護
。
能
満
菩
薩
諸
大
願
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
慈
母
。
増
長

一
切
諸
菩
薩
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
養
育
。
守

護

一
切
諸
菩
薩
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
善
知
識
。
離

一
切
悪
諸
恐
怖
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
大
王
。
勝
諸
聲
聞
縁
豊
心
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
最
勝
。
成
満

一
切
無

比
願
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
大
海
。
悉
能
容
受
諸
功
徳
故

。
菩
提
心
者
。
則
爲
須
彌
山
王
。
等
観
衆
生
心
不
動
故
。
則
爲
金
剛
園
山
。
撮
持

一
切
諸
衆
生
故
。
菩
提

心
者
。
則
爲
雪
山
。
長
養
智
慧
清
涼
藥
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
香
山
。
出
生

一
切
功
徳
香
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
虚
空
。
諸
妙
功
徳
無
邊
際
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲

蓮
華
。
不
染

一
切
世
間
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
寳
象
。
悉
能
調
伏

一
切
根
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
實
馬
。
遠
離
諸
悪
瀧
候
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
調
御
師
。
悉

能
守
護
摩
詞
街
故

。
菩
提
心
者
。
則
爲
良
藥
。
痙
治

一
切
煩
悩
病
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
沃
焦
。
消
蓋

一
切
不
善
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
金
剛
。
壊
散

一
切
諸
悪

法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
和
香
。
出
生

一
切
功
徳
香
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
妙
華
。

一
切
世
間
所
愛
樂
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
白
栴
檀
。
除
滅
五
欲
諸
熱
病
故
。
菩

提
心
者
。
則
爲
樂
器
。
微
妙
音
聲
聞
法
界
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
勇
健
。
擢
滅
煩
悩
諸
怨
敵
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
善
錫
。
抜
出

一
切
煩
悩
刺
故
。
菩
提
心
者
。
則

爲
尊
主

。
於
飴

一
切
莫
能
勝
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
毘
沙
門
天
王
。
捨
離

一
切
諸
貧
苦
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
妙
徳
。
荘
嚴

一
切
諸
功
徳
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
荘

嚴
具
。
嚴
飾

一
切
諸
菩
薩
故
。
菩
提
心
者
。
則
得
爲
火
災
。
焚
焼

一
切
有
爲
法
故
。
菩
提
心
者

。
則
爲
無
壊
藥
王
樹
根
。
長
養

一
切
諸
佛
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲

龍
珠
。
除
滅
無
量
煩
悩
毒
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
水
珠
。
津
諸
心
垢
煩
悩
濁
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
如
意
珠
。
具
足

一
切
功
徳
利
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲

天
徳
瓶
。

満
足

一
切
所
欲
樂
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
劫
初
樹
。
出
生

一
切
荘
嚴
具
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
恒
娑
衣
。
不
受

一
切
諸
塵
垢
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
正
業
。
本
性
浮

「華
嚴
経
」
と
教
育

(六
)
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大
手
前
大
学
論
集

第
8
号

故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
利
黎
。
修
治

一
切
衆
生

田
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
那
羅
延
箭
。
悉
能
竪
徹
身
見
鎧
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
厭
離
。
決
定
了
知
苦
患
相
故
。
菩

提
心
者
。
則
爲
利
梢
。
能
刺

一
切
煩
悩
賊
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
甘
露
雨
。
能
滅

一
切
煩
悩
火
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
利
剣
。
斬
除

一
切
煩
悩
悪
故
。
菩
提
心
者
。

則
爲
金
椎
。
壊
散

一
切
橋
慢
山
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
利
刀
。
斬
戴
七
使
煩
悩
鎧
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
勇
健
瞳
。
傾
倒

一
切
諸
魔
瞳
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
鋳
斧
。

研
伐
無
知
諸
苦
樹
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
器
杖
。
防
護

一
切
諸
難
難
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
善
手
。
防
護

一
切
諸
度
身
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
妙
足
。
安
立

一
切
諸

功
徳
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
眼
藥

。
除
滅

一
切
無
明
瞳
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
善
抜
刺
。
悉
能
抜
出
身
見
刺
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
安
穏
床
故
。
除
滅

一
切
生
死
苦

床
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
善
友
。
度
脱
無
量
生
死
難
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
善
利
。
遠
離

一
切
衰
耗
法
故
。
菩
提
心
者

。
則
爲
天
人
師
。
善
知
菩
薩
出
要
道
故
。
菩

提
心
者
。
則
爲
寳
藏
。
無
量
功
徳
不
可
書
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
涌
泉
。
清
冷
智
慧
無
窮
書
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
津
鏡
。
顯
現

一
切
諸
法
門
故
。
菩
提
心
者
。
則

爲
浮
池
。
洗
濯

一
切
諸
垢
微
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
大
河
流
。
引
諸
度
四
撮
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
龍
王
。
悉
能
普
雨
甘
露
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
命
根
。
任

持
菩
薩
大
悲
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
甘
露
。
能
令
安
住
不
死
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
羅
網
。
網
取

一
切
所
鷹
化
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
善
羅
。
撮
取

一
切
諸
衆

生
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
鉤
餌
。
釣
出
生
死
淵
居
衆
生
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
阿
伽
陀
藥
。
除
滅

一
切
諸
悪
患
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
波
羅
提
毘
叉
藥
。
悉
能
療
治

五
欲
毒
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
大
地
。
消
滅
無
量
邪
想
水
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
風
輪
。
壊
散

一
切
障
蓋
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
寳
洲
。
出
生
道
品
功
徳
寳
故
。
菩

提
心
者
。
則
爲
種
性
長
養

一
切
白

浄
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
居
宅
。
納
受

一
切
功
徳
實
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
大
城
。
菩
薩
商
人
所
在
庭
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲

金
藥
。
消
煩
偶
垢
令
清
浮
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
香
蜜
。
旦
ハ足

一
切
功
徳
味
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
正
道
。
令
入

一
切
智
城
故

。
菩
提
心
者
。
則
爲
寳
器
。
容
受

一

切
白
浮
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
時
澤
。
悉
能
除
滅
煩
悩
塵
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
安
住
。
出
生
菩
薩
之
所
住
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
壽
行
。
不
取
聲
聞
諸
解
脱
故
。

菩
提
心
者
。
則
爲
瑠
璃
寳
。
其
性
浮
妙

不
受
垢
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
伊
尼
羅
寳
。
勝
諸
聲
聞
縁
畳
智
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
法
鼓
。
豊
悟
煩
偶
長
寝
衆
生
故
。
菩

提
心
者
。
則
爲
津
水
。
其
性
清
津
無
垢
濁
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
閻
浮
檀
金
。
令
有
爲
善
如
聚
墨
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲

山
王
。
超
出

一
切
諸
世
間
故
。
菩
提
心
者
。

則
爲
蹄
依
。
悉
能
救
護
諸
衆
生
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
實
義
。
遠
離

一
切
虚
妄
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
無
上
寳
。
悉
令
歓
喜
得
満
足
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
大
會
。

随
彼
所
須
令
充
悦
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
尊
長
。
於
諸
衆
生
無
倫
匹
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
寳
藏
。
受
持

一
切
諸
佛
法
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
因
陀
羅
網
。
掻
諸
煩

悩
阿
修
羅
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
毘
櫻
那
風
。
震
動
教
化
衆
生
心
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
因
陀
羅
火
。
焚
焼

一
切
煩
悩
習
故
。
菩
提
心
者
。
則
爲
無
上
塔
。

一
切
天

人
鷹
供
養
故
。
佛
子
。
菩
提
心
者
。
如
是
無
量
功
徳
成
就
。
悉
與

一
切
諸
佛
菩
薩
諸

功
徳
等
。
何

以
故
。
因
菩
提
心
。
出
生

一
切
諸
菩
薩
行
。
三
世
諸
佛
成
正
豊
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故
。
」
と

さ
と
り
を
求
め

て
獲
心
す

る
こ
と
が
種

子
で
あ
り
、
衆
生

の
白
浮

の
法
を
長
養
す

る
良
田
で
あ
り
、
…
…
菩
提
心
に
よ

っ
て

一
切
諸

の
菩
薩
の
行
を
出
生

し
、
三
世

の
諸
佛
正
覚
を
成
じ
た
ま
う

の
で
あ
る
か
ら
と
、
初
獲
心

の
効
用
を
く
ど

い
ほ
ど
に
解
き
明
か
し

「
汝
今
入
是
明
浮
荘
嚴
藏
大
棲
観
者
。
則
能
了
知
。
學

(
16
)

(
17
)

菩
薩
行
修
菩
薩
道
。
具
足
成
就
無
量
功
徳
。
」
と
示
す
。
善
財

の

「唯
願
大
聖
。
開
櫻
観
門
令
我
得
入
。
」
と

の
要
請

で
彌
勒
が
指
を
弾
く
と
門
は
開
き
、
善
財
が
入

る
と
閉
ま

っ
た

の
で
あ

る
。
縷
観
は
虚
空

の
如
く
広
大

で
、
衆
寳
を
地
と
し
て
、
無
数

の
窓
牌
が
あ
り
、
欄
楯
は
七
寳

で
作
ら
れ
、
無
数

の
旛
瞳
が
蓋
を
飾
り

…
…

と
あ
た
か
も
極
楽
浄
土

の
中
に

い
る
か

の
よ
う

で
あ

っ
た
。
彌
勒

の
神
通
力

に
よ
り

「
諸
縷
観
中
自
見
其
身
。
又
見
無
量
自
在
神
力
不
思
議
事
。
或
見
彌
勒
随
本
種

姓
。
壽
命
知
識
。
長
養
善
根
。
諸
劫
世
界
。

一
切
佛
所
及
諸
春
屡
。
因
諸
大
願
。
初
嚢
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
。
或
見
初
得
慈
心
三
昧
因
以
爲
名
。
或
見
彌
勒
行

菩
薩
行
。
満
足

一
切
諸
波
羅
蜜
諸
忍
諸
地
。
…
…
見

=

毛
孔
中
。
出

一
切
衆
生
等
化
身
雲
。
或
出
菩
薩
法
門
。
所
謂
讃
歎
菩
提
心
功
徳
門
。
檀
波
羅
蜜
門
。
乃
至

願
波
羅
蜜
門
。
四
撮
諸
暉
無
量
三
昧
。
通
明
総
持
諸
諦
諸
辮
。
止
観
解
脱
縁
起
。
念
庭
正
勤
神
足
根
力
毘
道
。
聲
聞
縁
豊

二
乗
所
行
。
菩
薩
大
乗
諸
地
諸
忍
。
菩
薩

願
行
。
現
如
是
等

一
切
法
門
。
或
於
棲
観
見
諸
如
來
大
衆
園
違
。
又
知
諸
佛
家
族
不
同
種
姓
不
同
。
其
身
壽
量
劫
刹
。
教
授
無
量
法
門
。
正
法
住
世
。
分
別
了
知
皆

悉
不
同
。
爾
時
善
財
。
諸
櫻
観
中
見

一
櫻
観
。
高
廣
嚴
飾
勝
妙
於
前
。
包
容
三
千
大
千
世
界
。
百
億
閻
浮
提
。
百
億
兜
率
天
。
菩
薩
命
終
降
神
。
受
胎
出
生
。
遊
行

七
歩

。
観
察
十
方
大
師
子
吼
。
帝
繹
梵
王
恭
敬
奉
侍
。
現
童
子
身
庭
宮
殿
中
。
出
遊
園
観
。
以
薩
婆
若
心
出
家
苦
行
。
現
受
乳
康
。
往
詣
道
場
降
伏
衆
魔
。
観
菩
提

樹
輻
正
法
輪
。
昇
天
宮

殿
。
方
土
劫
敷
春
囑
壽
量
。
行
菩
薩
行
満
足
大
願
。
演
説
正
法
教
化
衆
生
。
現
分
舎
利
皆
悉

不
同
。
爾
時
善
財
。
自
見
己
身
在
諸
佛
所
。
見

如
是
等
諸
奇
特
事
。
又
聞
櫻
観
諸
金
鈴
中
。
出
不
思
議
微
妙
音
聲
。
所
謂
初
獲
菩
提
心
聲
。
菩
薩
所
行
諸
度
願
聲
。
恭
敬
供
養
不
可
思
議
諸
佛
音
聲
。
浮
佛
刹
聲
。

佛
法

雲
聲
。
諸
荘
嚴
具
。
亦
出
如
是
微
妙
音
聲
。
…
…
聞
如
是
等
不
可
思
議
微
妙
音
聲
。
身
心
柔
軟
歓
喜
無
量
。
即
得
無
量
陀
羅
尼
門
辮
才
門
忍
門
精
進
門
大
願
門

(
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)

通
明
門
智
慧
門
解
脱
門
波
羅
蜜
門
三
昧
門
。」
「爾
時
善
財
。
於
寳
鏡
中
見
諸
如
來
及
其
春
屡
。
諸
大
菩
薩
聲
聞
縁
豊
。
浮
世
界
。
不
潭
世
界
。
雑
世
界
。
或
世
界
有

佛
。
或
世
界
無
佛
。
或
上
中
下
世
界
。
或
有
世
界
如
因
陀
羅
網
。
或
有
醗
覆
仰
伏
世
界
。
又
復
観
見
平
正
世
界
。
悉
分
別
知
五
道
別
異
。
又
見
無
量
阿
僧
祇
諸
大

菩
薩
経
行
暉
定
観
察
諸
法
。
襲
大
悲
心
普
覆
衆
生
。
造
種
種
論
辮
衆
義
趣
。
或
書
経
巻
。
或
問
或
答
。
或
見
出
生
三
種
週
向
及
諸
大
願
。
悉
皆
観
見
如
是
等
事
。
又

見
諸
寳
柱
中
。
普
放
無
量
青
黄
赤
白
浮
破
潔
色
。
…
…
或
教
衆
生
三
蹄
五
戒
入
齋
十
善
。
出
家
學
道
聞
法
受
持
。
正
念
思
惟
住
菩
薩
心
。
又
見
彌
勒
於
無
量
劫
行
六

(
19

)

・

°

°

・

波
羅
蜜
化
衆
生
事
。
又
見
彌
勒
無
量
劫
中
諸
善
知
識
。」
彌
勒
は
善
財
に
楼
観
の
中
で
、
真
の
自
己
の
姿
を
見
た
か
、
ま
た
諸
の
大
菩
薩
の
不
可
思
議
な
自
在
力
を
見

(
20
)

た
か
ど
う

か
を
質
し
、
善
財
は
見
ま
し
た
と
答
え

る
。
経
は
十
喩
を
挙
げ
、
善
財

の
深

い
裡
定

に
入
る
。
彌
勒
は
指
を
弾
き
、
善
財
を
禅
定
か
ら
覚
ま
す
と
、
「
汝
観

「華
嚴
経
」
と
教
育

(六
)
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見
此
菩
薩
神
力
自
在
大
願
功
徳
依
果
。
菩
薩
荘
嚴
修
習
奇
特
。
諸
深
妙
行
出
生
死
道
。

一
切
法
門
無
量
荘
嚴
。
諸
佛
大
願
不
可
思
議
。
菩
薩
三
昧
如
是
等
事
。
汝
悉

見
不
。
善
財
答
言
。
唯
然
已
見
。
蒙
善
知
識
威
神
力
故
。
爾
時
善
財
。
白
言
大
聖
。
此
何
法
門
。
答
言
。
入
三
世
智
正
念
思
惟
荘
嚴
藏
法
門
。
善
男
子
。

一
生
菩
薩
。

得
如
是
等
不
可
説
不
可
説
法
門
。
大
聖
。
此
諸
奇
特
妙
荘
嚴
法
從
何
所
來
。
答
言
。
菩
薩
神
力
之
所
出
生
。
而
亦
不
在
神
力
之
中
。
不
來
不
去
無
積
聚
庭
。
讐
如
龍

雨
不
從
身
心
。
但
以
襲
立日心欲
雨
則
雨
。
然
彼
境
界
不
可
思
議
。
善
男
子
。
此
諸
奇
特
妙
荘
嚴
法
亦
復
如
是
。
無
所
從
來
。
但
以
菩
薩
神
力
出
生
。
善
男
子
。
讐
如
幻

師
現
種
種
事
。
無
來
無
去
。
但
以
幻
力
現
種
種
事
。
此
諸
奇
特
妙
荘
嚴
法
亦
復
如
是
。
無
來
無
去
。
無
住
無
著
。
不
生
不
滅
。
但
學
菩
薩
智
願
力
故
。
現
如
是
事
。

爾
時
善
財
。
白
言
大
聖
。
從
何
所
來
。
答
言
。
佛
子
。
菩
薩
無
來
趣
。
無
行
住
趣
。
無
所
著
趣
。
不
生
不
死
趣
。
不
往
不
至
趣
。
不
離
不
起
趣
。
不
捨
不
著
趣
。
無

業
無
報
趣
。
無
起
無
依
趣
。
不
常
不
噺
趣
。
善
男
子
。
菩
薩
但
爲
教
化
救
護
衆
生
。
從
大
慈
悲
來
。
滅
衆
生
苦
故
。
從
菩
薩
浮
戒
道
來
。
随
其
所
樂
自
在
生
故

。
從

菩
薩
大
願
道
來
。
本
獲
意
故
。
從
菩
薩
神
通
道
來
。
滅
衆
生
苦
住
佛
所
故
。
從
菩
薩
無
増
損
趣
來
。
不
失
身
心
諸
善
業
故
。
從
菩
薩
慧
方
便
來
。
随
順

一
切
衆
生
類

故

。
從
菩
薩
化
身
趣
來
。
如
電
鏡
像
故
。
善
男
子
。
汝
所
問
我
何
所
來
者
。
我
從
生
庭
摩
離
國
來
。
彼
有
聚
落
。
名

日
櫻
観
。
有
長
者
子
。
名
盟
波
羅
。
我
爲
説
法

令
立
菩
提
。
我
本
生
籍

群
生
等
。
随
所
慮
化
而
爲
説
法
。
亦
爲
父
母
及
諸
親
属
。
随
鷹
説
法
安
立
大
乗
・
而
來
議

・L
と
の
問
答
の
後
・
善
財
の
菩
薩
の
生
庭

は
と
の
問
い
に

[菩
薩
有
十
種
生
庭
。
何
等
爲
十
。
所
謂
菩
提
心
是
菩
薩
生
庭
。
生
菩
薩
家
故
。
正
直
心
是
菩
薩
生
庭
。
生
善
知
識
家
故
。
安
住
諸
地
是
菩
薩
生
庭
。

生
諸
波
羅
蜜
家
故
。
出
生
大
願
是
菩
薩
生
庭
。
生
菩
薩
行
家
故
。
大
悲
是
菩
薩
生
庭
。
生
四
撮
家
故
。
眞
實
観
法
是
菩
薩
生
庭
。
生
般
若
波
羅
蜜
家
故
。
摩
詞
術
是

菩
薩
生
庭
。
生
方
便
波
羅
蜜
家
故
。
教
化
衆
生
是
菩
薩
生
庭
。
生
菩
提
家
故
。
智
慧
方
便
是
菩
薩
生
庭
。
生
無
生
法
忍
家
故
。
随
順
諸
法
是
菩
薩
生
庭
。
生
三
世
諸

佛
家
故
。
善
男
子
。
菩
薩
摩
詞
薩
。
以
般
若
波
羅
蜜
爲
母
。
大
方
便
爲
父
。
檀
波
羅
蜜
爲
乳
。
　
波
羅
蜜
爲
乳
母
。
属
提
波
羅
蜜
爲
荘
嚴
具
。
毘
梨
耶
波
羅
蜜
爲
養

育
者
。
暉
波
羅
蜜
爲
潔
漂
。
善
知
識
爲
師
。
菩
提
分
爲
朋
友
。

一
切
善
根
爲
親
族
。

一
切
菩
薩
爲
兄
弟
。
菩
提
心
爲
家
。
如
説
修
行
爲
家
地
。
菩
薩
所
住
爲
家
庭
・

菩
薩
忍
法
爲
豪
尊
。
出
生
大
願
爲
巨
富
。
具
菩
薩
行
爲
順
家
法
。
讃
摩
詞
術
爲
紹
家
法
。
甘
露
灌
頂

一
生
菩
薩
爲
王
太
子
。
能
浮
修
治
三
世
佛
家
。
…
…
汝
今
往
詣

文
殊
師
利
問
。
云
何
菩
薩
學
菩
薩
行
修
菩
薩
道
。
具
足
成
就
普
賢
所
行
。
彼
當
爲
汝
分
別
演
説
。
何
以
故
。
文
殊
師
利
。
満
足
無
量
億
那
由
他
菩
薩
願
行
。
常
爲
無

量
億
那
由
他
諸
佛
之
母
。
又
爲
無
量
億
那
由
他
諸
菩
薩
師
。
勇
猛
精
進
教
化
衆
生
。
名
稻
普
聞
十
方
世
界
。
常
於

一
切
諸
佛
衆
中
爲
大
法
師
。
悉
爲
諸
佛
之
所
讃
歎
。

安
住
甚
深
智
慧
法
門
。
分
別
了
知

]
切
法
界
。
於
無
量
劫
修
諸
法
門
。
究
寛
普
賢
菩
薩
所
行
。
善
男
子
。
文
殊
師
利
是
汝
善
知
識
。
能
令
汝
得
生
如
來
家
。
長
養
善

根
積
功
徳
聚
。
能
示
語
汝
諸
善
知
識
満
足
大
願
。
顯
現

一
切
菩
薩
不
可
思
議
功
徳
。
是
故
善
男
子
。
汝
鷹

]
心
尊
重
恭
敬
往
詣
其
所
。
何
以
故
。
汝
先
所
見
諸
善
知
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識
。
修
菩
薩
行
満
足
大
願
得
諸
法
門
。
皆
由
文
殊
師
利
威
神
力
故
。」
こ
の
勧
め
に
よ
り
善
財
は
百
余

の
城
を
経
由
し
て
普
門
城
に
到
る
と
文
殊
師
利
は
手
を
差
し
伸

べ
て
善
財
の
頭
を
摩
で
、
「善
哉
善
哉
。
善
男
子
。
若
離
信
根
憂
悔
心
没
。
功
行
不
旦
ハ退
失
精
勤
。
於
少
功
徳
便
以
爲
足
。
於

一
善
根
。
心
生
住
著
。
不
善
獲
起
菩
薩

行
願
不
爲
善
知
識
之
所
撮
護
。
不
爲
如
來
之
所
憶
念
。
是
等
皆
悉
不
能
了
知
。
如
是
法
性
如
是
理
趣
。
如
是
所
行
如
是
所
住
。
若
周
遍
知
若
種
種
知
。
若
蓋
原
底
若

(
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漸
趣
入
。
若
解
説
若
分
別
。
若
讃
知
若
獲
得
。
皆
悉
不
能
。
」
と
言
葉
を
掛
け
る
。
こ
の
文
殊
師
利
の
教
謳
は
善
財
を
歓
喜
踊
躍
さ
せ
、
「
令
得
成
就
阿
僧
祇
法
門
。

得
無
量
大
智
光
明
。
無
量
菩
薩
陀
羅
尼
。
無
量
大
願
無
量

三
昧
。
無
量
神
通
無
量
智
慧
。
皆
巳
成
就
。
復
令
得
入
普
賢
所
行
道
場
之
内
。
既
置
善
財
自
所
住
已
。
文

殊
師
利
還
撮
不
現
。
於
是
善
財
得
見
三
千
大
千
世
界
微
塵
等
諸
善
知
識
。
不
違
其
教
。
増
長
薩
婆
若
大
慈
悲
藏
。
以
浮
慧
眼
普
観
衆
生
。
安
住
菩
薩
寂
静
法
門
。
分

別
了
知
諸
法
境
界
。
入
佛
甚
深
大
功
徳
海
。
具
解
脱
道
長
養
精
進
。
爲

薩
婆
若
修
正
直
心
。
入
於
三
世
甚
深
法
海
。
随
順
諸
佛
清
浄
法
輪
。
現
入
諸
趣
。
於

一
切
劫

修
菩
薩
行
。
満
足
大
願
。
明
浮
慧
光
照

一
切
智
境
。
浮
菩
薩
根
。
以
浮
慧
光
除
愚
擬
騎
。
照

一
切
法
。
了
達
法
界

一
切
佛
刹
及
諸
衆
生
壊
障
擬
山
。
住
無
擬
法
。
具

(
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足
成
就
諸
地
法
藏
。
修
習
普
賢
菩
薩
所
行
。
」
と

の
状
況
に
達
し
、
更
に

「
得
聞
普
賢
菩

薩
名
號
行
願
功
徳
諸
地
。
地
具
地
法
。
地
得
地
次
第
。
地
修
地
住
。
他
境
界

地
持
。
地
共
地
正
道
。

一
心
欲
見
普
賢
菩
薩
。
…
…
爾
時
善
財
。
見
十
種
瑞
相
已
。
即
作
是
念
。
我
今
必
見
普
賢
菩
薩
。
増
長
善
根
。
究
寛
菩
薩
妙
行
。
見

一
切
佛
。

若
見
普
賢
菩
薩
。
得

一
切
智
想
。

一
心
恭
敬
。
欲
見
普
賢
菩
薩
。
爾
時
善
財
。
印
見
普
賢
菩
薩
在
金
剛
藏
道
場
。
於
如
來
前
庭
蓮
華
藏
師
子
之
座
大
衆
園
邊
。
心
如
虚

空
無
所
染
著
。
除
滅
障
擬
浮

一
切
刹
。
以
無
擬
法
充
満
十
方

。
住

一
切
智
。
入
諸
法
界
教
化
衆
生
。
於

一
切
劫
行
菩

薩
行
。
恭
敬
供
養

一
切
諸
佛
心
無
退
韓
。
於
衆

生
中
最
勝
最
上
。

一
切
世
間
無
能
壊
者
。

一
切
菩
薩
不
能
察
其
智
慧
境
界
。
具
不
思
議
諸
妙
功
徳
。
普
観
三
世
等
諸
如
來
。
…
…
爾
時
善
財
。
見
普
賢
菩
薩
不
可
思

議
自
在
神
力
。
邸
得
十
不
可
壊
智
慧
法
門
。
何
等
爲
十
。
所
謂
於
念
念
中
能
以

一
身
遍

一
切
刹
。
於
念
念
中
詣

一
切
佛
所
。
於
念
念
中
恭
敬
供
養

一
切
諸
佛
。
於
念

念
中

一
切
佛
所
聞
持
正
法
。
得

一
切
佛
法
輪
智
波
羅
蜜
門
。
得
不
思
議
佛
自
在
智
波
羅
蜜
門
。
得
無
蓋
辮
智
慧
法
門
。
得
般
若
波
羅
蜜
観
諸
法
門
。
得

一
切
法
界
海

(
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大
方
便
波
羅
蜜
門
。
得
知

一
切
衆
生
欲
性
智
慧
波
羅
蜜
門
。
得
普
賢
所
行
智
慧
波
羅
蜜
門
。
」
と
の
状
況
が
生
ま
れ
る
。
普
賢
菩
薩
が
右
手
を
伸
ば
し
て
善
財
の
頂
を

摩
で
る
と
、
善
財
は

一
切
世
界
微
塵
等
諸
三
昧
門
に
達
し
た

の
で
あ
る
。
普
賢
菩
薩

の
自
在
神
力

の
奇
特
を
善
財
は
目

の
当
た
り
に
し
た

の
で
あ
る
。
普
賢
菩
薩
は

「
我
於
過
去
不
可
説
不
可
説
世
界
海
微
塵
等
劫
。
修
菩
薩
行
專
求
菩
提
。

一
一
劫
中
。
見
不
可
説
不
可
説
世
界
海
微
塵
等
佛
。
修
菩
提
心
。

一
一
劫

中
。
於

一
切
世
界
。

設

不
可
説

不
可
説
廣
大
施
會
。
給
施

一
切
。
或
施
妻
子
城
邑
聚
落

頭
目
髄
拶
肢
節
血
肉

一
切
身
分
。
不
惜
壽
命
。

一
向
專
求

一
切
種
智
。
於

二

劫
。
恭
敬
供
養
不

可
説
不
可
説
世
界
海
微
塵
等
佛
。
於
彼
佛
所
。
出
家
學
道
受
持
正
法
。
未
曾
生
於
貧
悉
凝
心
。
我
我
所
心
。
樂
著
生
死
虚
妄
之
心
。
輕
慢
他
心
。
諸
障
擬
心
。
修
不

「華
嚴
経
」
と
教
育

(六
)
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大
手
前
大
学
論
集

第
8
号

可
壊
佛
菩
提
心

。
未
曾
忘
失

。
善
男
子
。
我
所
修
行
菩
薩
諸
行
。
浮
佛
世
界
。
教
化
衆
生
。
長
養
大
悲
。
供
養
諸
佛
及
善
知
識
。
護
持
正
法
。
悉
捨

一
切
内
外
諸
物

。

修
習
世
間
出
世
間
智
。
令

一
切
衆
生
背
生
死
苦
讃
歎

一
切
諸
佛
功
徳
。
如
是
等
事
。
於
不
可
説
不
可
説
劫
中
演
説
。
劫
猶
可
蓋
此
諸
功
徳
不
可
窮
蓋
。
善
男
子
。
我

得
如
是
功
徳
具
力

。
諸
善
根
力
。
樂
勝
法
力
。
修
功
徳
力
。
観
察
諸
法
寂
滅
性
力
。
浮
慧
眼
力
。
佛
威
神
力
。
諸
大
願
力
。
大
慈
悲
力
。
浄
通
明
力
。
善
知
識
力
。

得
是
力
故
。
逮
得
本
性
清
浮
法
身
。
三
世
不
壊
。
又
得
無
上
清
浮
色
身
。
超
出

一
切
世
間
。
随
鷹
化
者
莫
不
観
見
。
遊

一
切
刹
無
庭
不
至
。
現
自
在
力
見
者
無
厭
。

善
男
子
。
汝
且
観
我
清
浮
法
身
。
無
量
劫
海
行
菩
薩
行
之
所
成
就
。
無
量
劫
中
難
聞
難
見
。
種
少
善
根
見
聲
聞
菩
薩
猶
尚
不
得
聞
我
名
字
。
況
見
我
身
。
善
男
子
。

若
有
衆
生
。
聞
我
名
者

。
於
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
不
復
退
韓
。
若
見
若
燭
。
若
迎
送
若
随
行

。
若
見
光
明
若
見
震
動
諸
佛
世
界
。
乃
至
夢
中
見
聞
我
者
。
亦
復
如

是
。
若
思
惟
念
我
。
若

一
日

一
夜
。
若

七
日
七
夜
。
若
半
月
若

]
月
。
若

一
歳
若
百
歳
。
若

一
劫
若

百
劫
。
乃
至
不
可
説
不
可
説
世
界
微
塵
等
劫
。
若

]
生
念
我
。

若
百
生
。
乃
至
不
可
説
不
可
説
世
界
微
塵
等
生
念
我
。
亦
復
如
是
。
以
如
是
等
世
界
微
塵
等
諸
妙
方
便
。
令

一
切
衆
生
獲
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
住
不
退
韓
。
善

男
子
。
若
有
衆
生
。
聞
我
修
習
擁

刹
者
。
必
得
往
生
嬉

世
男

若
有
衆
生
見
聞
我
身
・
必
得
生
我
嬉

身
中
・
善
男
子
・
汝
復
観
我
清
浮
窮

・L
と
諭
し
・

諺
駆
譜
難
藷
難

懸

玖鋸

輩

縫

難
催
灘
梅
嚢
雛
錫
鰭
癖

繰
才
吻

能
現
種
種
事

佛
爲
化
衆
生

示
現
蔑

躯
L
「聞
此
法
歓
喜

信

心
無
疑
者

速
成
無
上
道

與
諸
如
輪

」
の
句
で
結
ば
れ
て
い
る
・
こ
こ
に
善

財

の
求
道

が
完
了
す
る

の
で
あ
る
。

今
、
善
財

の
求
道

の
姿

は
、
単

に
己
が
さ
と
り

に
到
達
す

る
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
は
な
く
、
大
衆
を
さ
と
り

へ
、
も
し
く
は
さ
と
り

へ
の
道

に
導
く
と

い
う
大

乗
佛
教

の
教
え
で
あ
り
、
法
然
や
親
鷲

に
代
表
さ
れ
る
浄
土
門

の
救

い
と
は
異
な
る
が
、
経

の
結
語
と
な

っ
て

い
る
偶
が
示
す
よ
う

に

「信
心
無
疑
者

速
成
無

上
道

與
諸
如
來
等
」

で
あ
り
、
宗
教

の
根
源
と
し
て
の
信
心
が
強
調
さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。

(
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善

財

の
求
道

の
姿

は
、

ゴ

ー

タ

マ

・
ブ

ッ
ダ

の
学

習

・
修

行

・
苦
行

な
ど

と
対

比

す

る

こ
と
も

で
き

よ
う

。

ゴ

ー

タ

マ

・
ブ

ッ
ダ

の
誕
生

に
際

し

て
か

れ
を

抱

き
、

特
相
を
検

べ
た
ア
シ
タ
仙
人
は

「
こ
れ
は
無
上
の
方

で
す

人
間
の
う
ち
で
最
上

の
人
轟

・
」
と

し
た
上

で

[
》」
の
王
子
は
最
高

の
さ
と
り

に
達
す
る
で
し

ょ
、つ
・

こ
の
人
は
最
高

の
清
浄
を
見
、
多
く

の
人

々
の
た
め
を

は
か
り
、
あ
わ
れ
む
が
故

に
、
法
輪
を
ま
わ
す

で
し
ょ
う
。

こ
の
方

の
清
ら
か
な
行

い
は
ひ
ろ
く
弘
ま

る
で

(
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し

ょ
う
。
」
と
予
言
し
て

い
た
。
こ

の
ア
シ
タ
仙
人

の
こ
と
ば
の
中
に
類
を
見
な

い
ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
の
資
質
が
予
告

さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
文
殊
師
利
菩
薩



が
善
財
童
子
を
見

て
そ
の
素
質

の
す
ぐ
れ

て
い
る
こ
と
を
称
讃
し
た
こ
と
に
通
じ
て

い
る
。

ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
は
当
時

の
王
族

の
教
養
と
し
て
必
要
な
、
あ
ら
ゆ
る
学
問

・
技
芸
を
習

っ
た
が
、
非
凡

の
才
を
発
揮
し
た
と

い
う

こ
と
が
、
や
は
り
後
代

の

(
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仏
伝

の
な
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
の
幼
少
期

の
生
活

は

「
私
は
、

い
と
も
快
く
、
無
上

に
快
く
、
き
わ
め

て
快
く
あ

っ
た
。
わ
が
父

の
邸

に
は

ハ
ス
池
が
設
け
れ
ら
て
あ

っ
た
。
あ
る
所
に
は
青
蓮
華
が
植
え
ら
れ
、
あ

る
所

に
は
紅
蓮
華
が
植
え
ら
れ
、
あ
る
所
に
は
白
蓮
華
が
植
え
ら
れ
て
あ

っ
た
が
、
そ
れ

ら
は
た
だ
私
の
た
め
に
為
さ
れ
た

の
で
あ

っ
た
。
…
…
そ

の
私
に
は
、
三

つ
の
宮
殿
が
あ

っ
た
。

一
つ
は
冬

の
た
め
、

一
つ
は
夏

の
た
め
、

一
つ
は
雨
期

の
た
め

の

も

の
で
あ

っ
た
。
…
…

私

は
こ
の
よ
う

に
裕
福
で
、

こ
の
よ
う

に
き
わ
め
て
快
く
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
思

い
が
起

こ

っ
た
ー

無
学
は
凡
夫
は
、
み
ず
か
ら
老

い
ゆ
く
も

の

で
、
同
様

に
老

い
る

の
を
免
れ
な

い
の
に
、
老
衰
し
た
他

人
を
見

て
、
考
え

こ
ん
で
は
、
悩
み
、
恥
じ
、
嫌
悪
し
て
い
る
。
我
も
ま
た
老

い
ゆ
く
も

の
で
、
老

い
る

の
を
免
れ
な

い
。
自
分
こ
そ
老

い
ゆ
く
も

の
で
、
同
様
に
老

い
る
の
を
免

れ
な

い
の
に
、
老
衰
し
た
他
人
を
見
て
は
、
悩

み
、
恥
じ
、
嫌
悪
す

る
で
あ

ろ
う

こ

の
こ
と
は
私

に
は
ふ
さ
わ
し
く
な

い
、
と

い

っ
て
。
私
が
こ
の
よ
う

に
観
察
し
た
と
き
、
青
年
時
に
お
け
る
青
年

の
意
気
は
ま

っ
た
く
消
え
失
せ
て
し
ま

っ
た
。

④q

無
学
な
凡
夫
は
、

み
ず

か
ら
病
む
も

の
で
、
同
様

に
病

い
を
免

れ
ず
、
病

ん
で
い
る
他
人
を
見

て
、
考
え

こ
ん
で
は
、
悩
み
、
恥
じ
、
嫌
悪
す
る
で
あ
ろ
う

こ
の
こ
と
は
私
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な

い
、
と

い
っ
て
。
私
が
こ
の
よ
う
に
観
察
し
た
と
き
、
健
康
時

に
お
け
る
健
康

の
意
気
は
ま

っ
た
く
消
え
失

せ
て
し
ま

っ
た
。

無
学
な
凡
夫
は
、

み
ず

か
ら
死
ぬ
も

の
で
、
同
様

に
死
を
恐
れ
ず
、
死
ん
だ
他
人
を
見

て
、
考
え

こ
ん
で
は
、
悩
み
、
恥
じ
、
嫌
悪
し
て

い
る
。
我
も
ま
た
死
ぬ

も

の
で
、
死
を
免

れ
な

い
。
自
分
こ
そ
死
ぬ
も

の
で
、
同
様
に
死
を
免

れ
な

い
の
に
、
他
人
が
死
ん
だ

の
を
見
て
は
、
悩
み
、
恥
じ
、
嫌
悪
す
る
で
あ
ろ
う
ー

こ

(
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の
こ
と
は
私
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な

い
、
と

い

っ
て
。
私
が
こ
の
よ
う

に
観
察
し
た
と
き
、
生
存
時
に
お
け
る
生
存

の
意
気

は
ま

っ
た
く
消
え
失
せ
て
し
ま

っ
た
。
」

と

回
想
し
て

い
る
。

こ
う

し
た
ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
の
悩
み
は
善

財
童
子
に
は
見
ら
れ
な

い
。
ひ
た
す
ら
仏
果
を
得
た

い
と

の
願

い
が
あ
る
の
み
で
あ

っ
た
。

「
ま
た
私
は
、
父
な
る
サ

ッ
カ

(浄
飯
王
)

が
勤
め
を
行
な

っ
て
い
る
と
き
に
、
畦
道

の
ジ

ャ
ン
ブ
ー
樹

の
陰

に
す
わ

っ
て
、
欲
望
を
離
れ
、
不
善

の
事
が
ら
を

離
れ

て
、
租
な
る
思
慮
あ
り
微
細
な
思
慮
あ
る
、
遠
離
か
ら
生
じ
た
き
喜
楽

で
あ
る
初
禅
を
成
就

し
て
い
た

の
を
よ
く
覚
え

て

い
る
。
ー

こ
れ
が
じ

つ
に
悟
り
に

(
35
)

い
た

る
道

で
あ

ろ
う

、
と
思

っ
て
。
」
と
老
病
死
に

つ
い
て
深

い
反
省

(も
し
く
は
瞑
想
)
を
す

る
た
め
に
初
禅

の
技
法
を
習
得
し
て

い
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

「華
嚴
経
」
と
教
育

(六
)
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(
29
)

善

財
は
念
仏

の
そ
の
他

の
技
法
を
師
に
導

か
れ

て
習
得
し
た
。

ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
は
結
婚
し
、
子
を
も
う

け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
善
財
童
子
は
幼
く
し

て
求
道

の
道

に
入

っ
た
た
め
、
結
婚
は
も
と
よ
り
家
庭
を
も

つ

こ
と

は
な
か
た
。
ゴ

ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
が

「
無
師
独
悟
」

で

[
独
覚
」

の
人
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
も

の
の
、
か
れ
も
ま
た

■
成
道
」
に
至

る
ま
で

■悟
り
」

へ
と
導

い
て
く
れ
る
人
を
捜
し
求

め
て

い
た
こ
と

は
、
興
味
深

い
。
善
財
童
子
の
よ
う
に
師
を
求

め
て
五
十
余
人

の
師
の
教
え
を
受
け
る
こ
と
は
な
か

っ
た
も

の
の
、
少
な

く

と
も
そ

の

■
成
道
」

へ
の
過
程
に
、
幾
人
か

の
師
を
訪
ね

て

い
る
。

『
ジ

ャ
ー
タ
カ
』
は
次

の
よ
う

に
伝
え

て
い
る
。
「
つ
ぎ
か
ら

つ
ぎ

へ
と
旅
を
続
け
、
ア
ー

ラ
ー
ラ

・
カ
ー
ラ
ー

マ
と

ウ

ッ
ダ
カ

・
ラ
ー

マ
プ

ッ
タ
と
を
訪
れ
て
、
も
ろ
も
ろ
の
瞑
想
を
行
な

っ
た
が
、

『こ
れ
は
さ
と
り
に
至

る
道

で
は
な

い
』
と
そ

の
瞑
想

(
36
)

を
重
視
さ
れ
な
か

っ
た
。
」
師
事
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
も

の
の
、
」
さ
と
り
」
を
得
る
た
め
に
他
者

の
修
行
法
、
瞑
想
法
な
ど
を
学
び
と
ろ
う
と
す
る
熱
意
に
燃

え

て

い
た

の
で
あ

る
。

ア
ー
ラ
ー
ラ

・
カ
ー

ラ
ー

マ
と
ウ

ッ
ダ
カ

・
ラ
ー

マ
プ

ッ
タ

の
実
践
し

て
る
瞑
想
法
に
あ
き
た
ら
な

い
ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
は
、

ウ
ル
ヴ

ェ
ー
ラ
の
地
で
、
六
年

に
わ
た

っ
て
大

い
な
る
精
励

に

つ
と

め
ら
れ
た
。
か
れ
は

「
『極
度

の
難
行
を
し

て
み
よ
う
』
と
、

一
粒

の
ゴ

マ
や
米
な
ど
で
日
を
過
さ
れ
た
り
、
ま
た
食
を
ま

つ

た
く
断
た
れ
た
り
し
た
。
神

々
が
滋
養
素
を
毛
孔
か
ら
採
り
入
れ
よ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
拒
ま
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
断
食

に
よ

っ
て
、
か
れ

の
身
体
は
き
わ
め
て

痩

せ
衰
え

、
金
色

の
身
体
は
黒
色
に
な
り
、
偉
大
な
人
物

の
も

つ
三
十
二
の
特
相
が
隠
れ
て
し
ま

っ
た
。
ま
た
、
あ
る
と
き
は
、
息
を
と
め
る
瞑
想
に
入

っ
て
、
た

(
37
)

い

へ
ん
な
苦
痛

に
う
ち
ひ
し
が
れ
、
気
を
失

っ
て
散

策
処

の
端

で
倒
れ
ら
れ
た
。
」
■
〈偉
大
な
人
〉
は
六
年
間
、
難
行
を
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
空
中

に

結

び
目
を
作

ろ
う
と
す
る
よ
う
な

〔徒
労

の
〕
歳
月

で
あ

っ
た
。
か
れ
は
、

『こ
の
難
行
は
さ
と
り
に
至
る
道

で
は
な

い
』
と
考
え
、
通
常

の
食
物
を
と
る
た
め
に
、

(
38
)

村

や
町

で
托
鉢
し
た
食
物
を
得
ら
れ
た
。
す
る
と
、
か
れ
に
は
、
偉
大
な
人
物

の
も

2

二
十

二
の
特
相
が
も
と

の
と
お
り
現
わ
れ
、
身
体
は
金
色

に
な

っ
た
。
」
と
。

修
行

に
随
行
し

て
い
た
修
行
僧
は
、
苦
行
を
す
て
た
ゴ
ー
タ

マ

・
ブ
ッ
ダ
と
見
解
を
異
に
し
て
立
ち
去

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

「
さ
と
り
」
を
得

ん
が
た
め
に
瞑
想
に
耽

る
ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
に
誘

い
の
手
が
の
び
る
。
こ
の
経
緯
を

『
ス
ッ
タ

ニ
パ
ー
タ
』
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

ネ
ー
ラ
ン
ジ

ャ
ラ
ー
河
の
畔
に
あ

っ
て
、
安
穏
を
得

る
た
め
に
、

つ
と
め
は
げ
み
専
心
し
、
努
力
し
て
瞑
想
し
て

い
た
わ
た
く
し

に
、

(悪
魔
)
ナ
ム
チ
は

い
た
わ
り

の
こ
と
ば
を
発
し

つ
つ
近
づ

い
て
き

て
、
言

っ
た
、
「あ
な
た
は
痩
せ
て

い
て
、
顔
色
も
悪

い
。
あ
な
た

の
死
が
近
づ

い
た
。

あ
な
た
が
死
な
な

い
で
生
き
ら
れ
る
見
込
み
は
、
千

に

一
つ
の
割
合
だ
。
き
み
よ
、
生
き
よ
。
生
き
た
ほ
う
が
よ

い
。
命
が
あ

っ
て
こ
そ
諸

々
の
善
行
を
な
す

(44)



こ
と
も

で
き
る

の
だ
。

あ
な
た
が
ヴ

ェ
ー
ダ
学
生
と
し

て
の
清
ら
か
な
行

い
を
な
し
、
聖
火

に
供
物
を
さ
さ
げ
て
こ
そ
、
多
く

の
功
徳
を
積
む

こ
と
が
で
き
る
。

(苦
行
に
)

つ
と
め

は
げ
ん
だ
と

こ
ろ
で
、
何
に
な
ろ
う
か
。

つ
と
め
は
げ
む
道
は
、
行
き
が
た
く
、
行

い
が
た
く
、
達
し
が
た

い
。
」

こ
の
詩
を
唱
え

て
、
悪
魔
は
目
ざ

め
た
人

(ブ

ッ
ダ
)

の
側

に
立

っ
て
い
た
。

か

の
悪
魔
が
こ
の
よ
う
に
語

っ
た
と
き
に
、
尊
師

(ブ

ッ
ダ
)
は
次

の
よ
う

に
告
げ
た
。

噛怠
け
者

の
親
族
よ
、
悪
し
き
者

よ
。
汝
は

(世
間
の
)
善
業
を
求
め
て
こ
こ
に
来
た
の
だ
が
、

わ
た
く
し
に
は
そ

の

(世
間

の
)
善
業
を
求
め
る
必
要
は
微
塵
も
な

い
。
悪
魔
は
善
業

の
功
徳
を
求
め
る
人

々
に
こ
そ
語
る
が
よ

い
。

わ
た
く
し
に
は
信
念
が
あ
り
、
努
力
が
あ
り
、
ま
た
智
慧

が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
専
心
し

て
い
る
わ
た
く
し

に
、
汝
は
ど
う

し
て
生
命
を
た
も

つ
こ
と
を
尋
ね

る
の
か
?

㊦q

(は
げ
み
か
ら
起

る
)
こ
の
風
は
、
河
水

の
流
れ
を
も
洞
ら
す
で
あ
ろ
う
。

ひ
た
す
ら
専
心
し

て
わ
が
身

の
血
が
ど
う
し
て
澗
渇
し
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

(身
体

の
)
血
が
洞
れ
た
な
ら
ば
、
胆
汁
も
疾
も
洞
れ
る
で
あ
ろ
う
。
肉
が
落
ち
る
と
、
こ
こ
ろ
は
ま
す
ま
す
澄

ん
で
く
る
。
わ
が
念

い
と
智
慧
と
統

一
し
た

心
と
は
ま
す
ま
す
安
立
す
る
に
至
る
。

わ
た
く
し
は
こ

の
よ
う

に
安
住

し
、
最
大

の
苦
痛
を
受

け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
心
は
諸
々
の
欲
望
に
ひ
か
れ
る
こ
と
が
な

い
。
見
よ
、
心
身

の
清
ら

か
な
こ
と
を
。

汝

の
第

一
の
軍
隊
は
欲
望

で
あ
り
、
第

二
の
軍
隊

は
嫌
悪

で
あ
り
、
第

三
の
軍
隊
は
飢
渇
で
あ
り
、
第
四
の
軍
隊
は
妄
執
と

い
わ
れ
る
。

汝

の
第

五
の
軍
隊
は
も

の
う
さ
、
睡
眠
で
あ
り
、
第
六
の
軍
隊
は
恐
怖
と

い
わ
れ
る
。
汝

の
第
七
の
軍
隊
は
疑
惑

で
あ
り
、
汝

の
第
八

の
軍
隊

は
み
せ
か
け
と

強
情
と
、

誤

っ
て
得
ら
れ
た
利
得
と
名
声
と
尊
敬

と
名
誉
と
、
ま
た
自

己
を
ほ
め
た
た
え

て
他
人
を
軽
蔑
す
る
こ
と

で
あ

る
。

ナ
ム
チ
よ
、
こ
れ
ら
は
汝

の
軍
勢

で
あ
る
。
黒
き
魔

(閑
餌
口
冨

)

の
攻
撃

軍
で
あ

る
。
勇
者
で
な
け
れ
ば
、
か
れ
に
う
ち
勝

つ
こ
と
が
で
き
な

い
。

(勇
者
は
)

「華
嚴
経
」
と
教
育

(六
)
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う
ち
勝

っ
て
楽
し
み
を
得
る
。

こ
の
わ
た
く
し
が

ム
ン
ジ
ャ
草
を
取
り
去

る
だ

ろ
う
か
?

(敵

に
降
参
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う

か
?
)
こ
の
場
合
、
命
は
ど
う

で
も
よ

い
。
わ
た
く
し
は
、
敗
れ

て
生
き
な
が
ら
え

る
よ
り
は
、
戦

っ
て
死
ぬ
ほ
う
が
ま
し
だ
。

或

る
修
行
者
た
ち

・
バ
ラ
モ
ン
ど
も
は
、

こ
の

(汝

の
軍
隊
)
の
う
ち
に
埋
没
し
て
し
ま

っ
て
、
姿
が
見
え
な

い
。
そ
う
し

て
徳
行
あ

る
人

々
の
行
く
道
を
も

知

っ
て
い
な

い
。

軍
勢
が
四
方
を
包
囲
し
、
悪
魔
が
象
に
乗

っ
た
の
を
見
た
か
ら
に
は
、
わ
た
く
し
は
立
ち
迎
え

て
か
れ
ら
と
戦
お
う
。
わ
た
く
し
を
こ
の
場
所
か
ら
退
け
る
こ

と
な
か
れ
。

神

々
も
世
間

の
人

々
も
汝

の
軍
勢
を
破
り
得
な

い
が
、
わ
た
く
し

の
智
慧

の
力
で
汝

の
軍
勢
を
う
ち
破

る
。

焼

い
て
い
な

い
生

の
土
鉢
を
石

で
砕
く
よ
う

に
。み

ず
か
ら
思

い
を
制
し
、

よ
く
念

い

(注
意
)
を
確
立
し
、
国
か
ら
国

へ
と
遍
歴
し
よ
う
。

教
え
を
聞
く
人

々
を
ひ
ろ
く
導
き
な
が
ら
。

㊦q

か
れ
ら
は
無
欲
と
な

っ
た
わ
た
く

し
の
教
え
を
実
行
し

つ
つ
、
怠
る
こ
と
な

く
、
専
心
し
て
い
る
。
そ
こ
に
行
け
ば
憂
え

る
こ
と
の
な

い
境
地
に
、
か
れ
ら
は

赴
く

で
あ
ろ
う
。
」

(悪
魔

は

い
っ
た
)

「
わ
れ
は
七
年
間
も
尊
師

(ブ

ッ
ダ
)
に
、

]
歩

一
歩
ご
と

に
つ
き
ま
と
う

て
い
た
。
し
か
も

よ
く
気
を

つ
け
て
い
る
正
覚
者
に
は
、

つ
け

こ
む
隙
を
み

つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

烏

が
脂
肪

の
色
を
し
た
岩
石

の
周
囲
を
め
ぐ

っ
て

『
こ
こ
に
柔
ら
か

い
も

の
が
見

つ
か
る
だ
ろ
う
か
?
味

の
よ

い
も

の
が
あ

る
だ
ろ
う
か
?
』
と

い
っ
て
飛
び

廻

っ
た
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

そ
こ
に
美
味
が
見

つ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
、
烏

は
そ
こ
か
ら
飛
び
去

っ
た
。
岩
石
に
近
づ

い
た
そ
の
烏

の
よ
う

に
、
わ
れ
ら
は
厭

い
て
ゴ
ー
タ

マ

(ブ

ッ
ダ
)

を
捨

て
去

る
。
」

(
39
)

悲

し
み
に
う
ち
し
お
れ
た
悪
魔

の
腋
か
ら
、
琵
琶
が
パ
タ

ッ
と
落
ち
た
。

つ
い
で
、
か

の
夜
叉
は
意
気
沼
錆
沈
し
て
そ
こ
に
消
え
失

せ
た
。
」
と
。
一悪
魔

の
誘



惑
」
と
か

「降
魔
」
と
呼
ば
れ
る

一
節

で
あ
る
が
、
さ
と
り

へ
の
道

に
逼
進
す

る
ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
は
さ
ら
に
ナ
ム
チ
の
三
人
の
娘

の
色
仕
掛
け
に
よ
る
誘
惑

を
も
退
け

て
い
る
。

善
財
童
子
は
こ
う
し
た
誘
惑

の
排
斥
に

つ
い
て
の
記
述
は
な

い
。
菩
薩
と
し
て
修
行
に
励
む
姿

の
み
が
浮
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

本

稿

で

は
善

財
童

子

の
成

道

の
最

終
段

階

を
考

察

し
、

併

せ

て
ゴ

ー

タ

マ

・
ブ

ッ
ダ

の
修

行

の
後

を

、

求
師

、

苦
行

な

ど

に
関
連

し

て
紹

介

し

た
。

こ

こ

で
仏

教

で

は
教

育

を

ど

の

よ
う

に
考

察

し

て

い

る

で
あ

ろ
う

か

。

一
つ
の
手

掛

か
り

と

し

て

、

「
教

育
」

と

漢

訳

さ

れ

て
き

た

原
語

は

、

パ

リ

パ

ー

カ

(O
m
『
一℃
91吋
鋤
)
、

ヴ

ィ
ネ

ー

ヤ

(<
ぎ
①
巻

)
、

シ

ャ
ー

サ

ナ

(絵

ωき

鋤)

な
ど

の
サ

ン
ス
ク

リ

ッ
ト

語

が
相

当

す

る
だ

ろ
う

。

パ

リ

パ
ー

カ

の
語

根

は

パ

ー

(冨

)

で
、

保
護

す

る
、

統
御

す

る
、
顧

慮

す

る
と

い
う

意

味

が
あ

り
、

こ
れ

に

パ
リ

(遍

く

)

の
接

頭
語

が

つ
い
た

も

の
で
あ

る
。

ヴ

ィ
ネ

ー
ヤ

の
語
根

は
、

ニ
ー

(邑

で
、

連
れ

去

る
、

案
内

す

る
、

導

く

の
意
味

で
、

こ
れ

に
接

頭

語

(<
一)

が

つ
い
て
、
馴

ら
す

と

い
う
意

味

に

な

る
。

シ

ャ
ー
サ

ナ

の
語

根

シ

ャ
ー

ス

(絵
ω
)
は

、
教

え

る
、

命
令

す

る
、
調

伏

す

る
、

懲
ら

し

め

る

の
意

味

が
あ

る
。

…

.

りq

修
行

の
語

も
宗
教
上

の
特
殊
な
教
育
用
語
と
考
え

て
よ

い
。
修
行

の
原
語

の

一
つ
に
バ
ー
ヴ

ァ
ナ
ー

(σ
ず
蓼
き
鋤
)
と

い
う

サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
が
あ

る
。
こ
れ

は
心
を
定

め
る
こ
と
、
瞑
想
と

い
う
本
来
の
意
味

が
あ
り
、

こ
れ
を
仏
教
で
は
勤
修
、
数
習
、
薫
習
と

い
う
意
味

で
用

い
て
い
る
。

つ
ま
り
繰
り
返
し
行
な
う

こ
と
、

習
慣
づ
け
る
こ
と
が
修
行

で
あ
る
。

こ
れ
に
も

つ
と
も
相
当
す

る
用
語
は
戒
律

の
戒
で
あ
る
。
戒

の
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語

シ
ー
ラ

(協
同芭

に
は
性
癖
、
習
性
、
習

慣

の
意
味

が
あ
る
。
戒
は

つ
ま
り
繰
り
返
し
規
律
を
行

い
、
習
慣
と
な
る
ま

で
身

に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
…
…

(
40
)

た
だ
知
識
を
与
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
身
体

で
慣
れ
憶
え
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま

で
に
導
く

こ
と
が
教
育
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
」

『真
理
の
こ
と
ば
』

で

「
す

べ
て
悪
し
き

こ
と
を
な
さ
ず
、
善

い
こ
と
を
行

い
、
自
己

の
心
を
浄
め
る
こ
と

こ
れ
が
諸

の
仏

の
教
え

で
あ
る

(諸
悪
莫
作

(
41
)

諸
善
奉
行

自
浄
其
意

是
諸
仏
教
)
」

の
語

は
象
徴
的
に
語
る
も

の
で
あ
る
が
、
行
動

の
善
悪

に
ま

で
結
び

つ
く
知
識
、

つ
ま
り
智

慧

の
習
得
を
薫
習
と

い

う
語

で
示
す
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「華
嚴
経
」
と
教
育

(六
)
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す
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軋
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喩
え
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320D

～ 上

322下

D

318

～ 下

319

318

S

319

～
九
〇

上

以
下
A
と
表
記
す
る
)

大
正
新

脩
大
藏
経

九

四
六
五

下

『大
方
廣
佛
華
嚴
経
』

唐
経

大
藏
経

巻
十

一
〇
二

上

『大
方
廣
佛
華
嚴
経
」

(貞
元
経

四
十
巻
本

以
下
C
と
表
記
す
る
)

ト
本
か
ら
の
現
代
語
訳

以
下
D
と
表
記
)
は

」入
法
界
品
」
の
み
で
あ
る
の
で
該
当
箇
所
な
し
。
本
稿

用
は
九

七
六
九

下
、
十

八

一
六

下
、
下

認
と
表
記
す
る
。

三
界
所
有
。
唯
是

一
心
。
如
來
於
此
。
分
別
演
説
十
二
有
支
。
皆
依

一
心
。」
と
な

っ
て
い
る
)

大
手
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ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
と

い
う
呼
称

は
仏
教

の
開
祖

の
生
涯
を
通
じ

て
用

い
ら
れ
る
呼
称

で
あ
る
。
釈
迦
牟

尼
も
し
く

は
繹
尊
が
成
道
し
た
ゴ
ー
タ

マ

・
ブ

ッ
ダ
を
指
す
呼

称
と
し

て
も
ち

い
ら
れ
る
が
。
ま
た
彼

の
名

で
あ
る
と
さ
れ
る
シ

ッ
ダ

ッ
タ

(悉
達
、
悉
達
多
、
悉
多
太
子

)
は
そ
の
語
義
が

「目
的
を
達
成
せ
る
」
「
義
を
成
ぜ
る
」

で
あ

り
、
原
始
聖
典
に
現
わ
れ
て
こ
な

い
の
で
後
代

の
仮
託
で
は

な

い
か
と

の
疑

い
が
も
た
れ
る
と
さ
れ
る
。

(中
村

元

『釈
尊

の
生
涯
』

23
頁
お
よ
び

30
～
31
頁
を
参
照
し
た
。)

『
ス

ッ
タ

ニ
パ
ー
タ
』

㎜
偶

(
『
ス
ッ
タ

ニ
パ
ー
タ
』

の
訳
本
は
中
村
元
訳

『ブ

ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
を
用

い
た
。)

9

『
ス

ッ
タ

ニ
パ
ー
タ
』

㎜
偶

q

中
村
元

『釈
尊

の
生
涯
』

44
頁

中
村
元

『釈
尊

の
生
涯
』

44
～

46
頁
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&
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目
卑
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貯
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乞
o
°ω
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箇
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欝
甲
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ャ
ー
タ
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序
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『ジ

ャ
ー
タ
カ
全
集
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1
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同
上

『ジ

ャ
ー
タ
カ
』
序

(
『ジ

ャ
ー
タ
カ
全
集
』
1
)

『
ス

ッ
タ

ニ
パ
ー
タ
』

鰯
～

囎
偶

田
上
太
秀
氏
は

『仏
陀

の

い
い
た
か

っ
た
こ
と
』

田
上
氏

は

「教
育
」

識

・
技
能

の
教
授

($
零
露
賢
ひq
㍉
昌
斡
≡
o島
8
)
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P78

中
村
元

『釈
尊

の
生
涯
』
48
頁
よ
り
重
引

(講
談
社
学
術
文
庫

覗
)
の
脳
～
獅
頁
で

■仏
教
の

『教
育
』
用
語
」
と
小
見
出
し
を
付
け
て
考
察
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

エ

の
語

を

単

に

㊦
含

8

臨
O
p
に

の

み

求

め

ら

れ

て

い

る
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教

育

学

に
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疎

遠

な

田

上
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お

そ

ら

く

教

育

学

で

o
費
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什δ
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(
陶

冶
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入
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形
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と
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峻

別
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れ
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い
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こ
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ご

存
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は

な
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か
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取
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げ
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Φ
含

8

ユ
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該
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す

る

サ
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ス

ク
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冨
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騨

斜

く
ぎ
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冨

払

器

9
昌
9
で

あ
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、

修

行

の
原

語

と

し

て

び
冨

奉

鼠

と

戒

の

原

語

と

し

て

の

協
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を

取

り

あ

げ

ら

れ
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い

る
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。

(引

用

の
表

記

は

H
↓
菊
>
Z
ω
に

よ

る

表

記

)

上

記

の
訳

語

か

ら

も

知

ら

れ

る

が

o
含

$

什同o
昌
と

ぎ

曾
毎

o
件δ
夕

8
8

霞
口
ひq
が

区

別

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

言

え

る

で

あ

ろ

う

。
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中

村

元

訳

『
真

理

の

こ

と

ば

』

魏

頁

お

よ

び

そ

の

註

蛇
足
で
は
あ
る
が
、
私
が

『華
嚴
経
と
教
育
』
の
考
察
を
本
学
の
論
集
に
発
表
し
た
後
に
、
故
米
山
俊
直
学
長
は

「君
、
司
馬
遼
太
郎
が
何
か
で
華
厳
を
取
り
上
げ
て
い

た
は
ず
だ
よ
。

一
度
精
読
し
て
く
だ
さ

い
」
と
声
を
掛
け
て
頂
い
た
。
司
馬
は

『華
厳
を
め
ぐ
る
話
』
と
い
う

エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
考
察
で
少
し
で
も
故
米

山
学
長
の
学
恩
に
報
い
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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